
 

浦
添
で
生
ま
れ
育
っ
た
尚
寧
王
は
１
５
９
７

年
に
首
里
城
と
浦
添
グ
ス
ク
の
間
を
石
畳
道
に

改
修
し
ま
し
た
。
４
０
０
年
の
時
を
経
て
、
そ

の
地
を
訪
ね
、
時
代
と
と
も
に
変
容
し
て
き
た

道
の
姿
と
周
辺
に
残
る
史
跡
を
探
訪
し
ま
す
。

当
日
は
２
０
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

歴
史
ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。  

 

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ぜ
ひ
一
緒
に
歴
史

の
道
を
あ
る
き
、
浦
添
の
い
い
と
こ
ろ
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
日
程 

１
１
月
３
日
（
土
）
※
雨
天
中
止 

●
時
間 

受
付 

８
時
か
ら
８
時
３
０
分 

 
 
 

出
発 

８
時
４
５
分 

終
了 

１
２
時
前
後 

●
集
合
場
所 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

●
解
散
場
所 

首
里
（
円
鑑
池
） 

 

※
集
合
と
解
散
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
交
通 

 
 

機
関
は
各
自
で
確
保
し
て
下
さ
い
。 

●
主
な
ガ
イ
ド
ポ
イ
ン
ト 

 

 
浦
添
城
の
前
の
碑
、
龍
福
寺
跡
、
安
波
茶

橋
、
経
塚
の
碑
、
浦
添
御
殿
の
墓
、
フ
ェ
ー
ヌ

ヒ
ラ
、
太
平
橋
（
平
良
橋
）
、
儀
保
く
び
り
、

安
谷
ガ
ー
、
安
谷
ガ
ー
御
嶽
、
龍
潭
、
久
慶
門

（
コ
ー
ス
長
約
５
ｋ
ｍ
起
伏
あ
り
） 

 

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

●
募
集 

１
５
０
名 

●
対
象 

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
大
人
の
同 

 

伴
が
必
要
で
す
） 

●
参
加
料 

３
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
） 

●
募
集
期
間 

１
０
月
３
１
日
（
水
）
ま
で 

 

※
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。 

●
申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 
 

☎
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

 
 

受
付
時
間 

９
時
～
１
７
時
（
月
曜
休
） 

●
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ 

 

ド
友
の
会 

●
共
催 

浦
添
市
教
育
委
員
会 

 

●
後
援 

浦
添
市 

第４７号 
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う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞  

【国指定史跡・浦添城跡で復元された石畳道】 

浦添グスクの南斜面の発掘調査で、石畳道の縁石など

が発見されました。調査成果をもとにきれいに復元整

備され、現在は歩くことができます。 

 

 

７
月
１
９
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組

｢

英
雄
た
ち
の
選
択｣

で
浦
添
出
身
の
王
、
尚

寧
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
番
組

の
内
容
も
含
め
、
尚
寧
の
生
き
た
時
代
背
景

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

江
戸
時
代
初
め
、
独

立
国
だ
っ
た
琉
球
王
国

に
薩
摩
の
島
津
氏
が
侵
攻
、
勢
力
下
に
お
く

事
件
が
起
き
た
。
な
ぜ
島
津
氏
は
琉
球
に
侵

攻
し
た
の
か
。
当
時
の
琉
球
王
、
尚
寧
王
の

立
場
か
ら
読
み
解
い
て
ゆ
く
。 

 

も
と
も
と
琉
球
王
国
は
中
国
や
東
南
ア
ジ

ア
各
国
と
の
貿
易
で
栄
え
て
き
た
。
日
本
と

も
交
流
は
あ
っ
た
が
上
下
関
係
で
は
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
取
る

と
、
琉
球
王
国
に
も
支
配
下
に
入
る
よ
う
島

津
氏
を
通
じ
て
迫
り
、
朝
鮮
出
兵
に
協
力
さ

せ
る
。
秀
吉
の
死
後
も
徳
川
家
康
は
中
国
・

明
と
の
国
交
回
復
に
琉
球
を
利
用
し
よ
う
と

す
る
が
、
琉
球
は
日
本
の
支
配
下
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
返
事
も
し
な
い
。
島

津
氏
か
ら
は
武
力
侵
攻
も
辞
さ
な
い
と
脅
迫

さ
れ
る…

尚
寧
王
の
決
断
は
？ 

 

以
上
の
内
容
を
テ
ー
マ
に
、
現
地
映
像
と

ス
タ
ジ
オ
で
の
磯
田
道
史
氏
や
千
田
嘉
博
氏

に
よ
る
討
論
で
番
組
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

琉
球
王
国
は
、
日
本

の
室
町
時
代
に
あ
た
る

１
４
２
９
年
に
、
尚
巴
志
が
「
按
司
」
や
「
世

の
主
」
と
呼
ば
れ
る
各
地
の
首
領
を
従
わ
せ
成

立
さ
せ
た
独
立
国
家
で
し
た
。 

 

尚
巴
志
は
首
里
城
を
居
城
と
し
、
室
町
幕
府

を
は
じ
め
明
国
や
朝
鮮
な
ど
と
貿
易
を
盛
ん
に

行
い
、
琉
球
王
国
を
発
展
さ
せ
そ
の
基
礎
を
築

き
ま
し
た
。
盛
ん
に
周
辺
諸
国
と
交
易
を
し
、

繁
栄
し
た
琉
球
王
国
で
し
た
が
、
１
６
０
９
年

薩
摩
軍
が
琉
球
に
侵
攻
し
、
以
降
徳
川
幕
府
の

体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
独
立
国
家
だ
っ
た
時
代

は
終
焉
を
迎
え
ま
す
。 

 

し
か
し
、
琉
球
は
国
王
や
将
軍
の
代
替
わ
り

の
際
に
徳
川
幕
府
へ
使
節
団
を
派
遣
し
た
り
、

薩
摩
藩
に
も
次
期
国
王
が
派
遣
さ
れ
た
り
、
日

本
と
従
属
関
係
を
維
持
し
つ
つ
も
、
中
国
に
対

し
て
は
明
国
、
次
の
清
朝
へ
も
従
う
と
い
う
、

二
重
の
立
場
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

日
本
と
中
国
の
両
国
に
朝
貢
し
、
バ
ラ
ン
ス

を
上
手
に
と
り
な
が
ら
生
き
て
き
た
琉
球
は
、

双
方
の
文
化

を
巧
み
に
吸

い
上
げ
な
が

ら
独
自
の
文

化
を
作
り
上

げ
て
い
っ
た

と

い

え

ま

す
。 

（
ウ
ラ
面
に
つ

づ
く
） 

歴
史
ロ
マ
ン
街
道｢
尚
寧
王
の
道
を
訪
ね
る｣ 

 
 

 
 

参
加
者
ま
だ
ま
だ
募
集
中
で
す
！ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ｢

英
雄
た
ち
の
選
択｣

琉
球
ス
ペ

シ
ャ
ル｢

独
立
を
守
れ
！
島
津
進
攻 

尚
寧

王
の
決
断｣

（
７
月
１
９
日
）
が
放
送  

●
琉
球
王
国
と
は 

●
番
組
の
内
容 

【首里城・守礼門】  



 

琉
球
に
は
、
首
里
王
府
か
ら
発
せ
ら
れ
る
布

達
や
、
地
方
か
ら
の
年
貢
を
運
ぶ
た
め
に
各
地

の
間
切
（
現
在
の
市
町
村
に
あ
た
る
行
政
単

位
）
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
る
宿
道
が
島
の

隅
々
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
、
中
頭
方
西
海
道
が
あ
り
ま
す
。 

 

首
里
城
を
起
点
に
、
安
波
茶
、
牧
港
を
経
て

読
谷
に
至
る
ル
ー
ト
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
安

波
茶
橋
を
越
え
た
あ
た
り
ま
で
は
ほ
ぼ
中
頭
方

西
海
道
を
な
ぞ
り
、
浦
添
間
切
番
所
を
経
由
し

て
「
浦
添
城
の
前
の
碑
」
に
至
る
道
を
「
尚
寧

王
の
道
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

尚
寧
王
は
１
５
８
９
年
か
ら
１
６
２
０
年
に

在
位
し
た
琉
球
王
国
の
国
王
で
、
薩
摩
の
侵
攻

を
受
け
て
江
戸
に
連
行
さ
れ
、
二
代
将
軍
徳
川

秀
忠
に
謁
見
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。
そ
の

浦
添
按
司
家
の
出
身
で
あ
っ
た
尚
寧
王
が
、
１

５
９
７
年
に
首
里
か
ら
浦
添
グ
ス
ク
ま
で
の
道

を
石
畳
に
し
、
木
造
の
橋
を
石
橋
に
す
る
な
ど

の
整
備
を
す
る

よ
う
命
じ
ま
し

た
。 

 

浦
添
城
に
あ

る
「
浦
添
城
の

前
の
碑
」
（
１

９

９

９

年

復

元
）
は
そ
の
時

の
記
念
碑
で
、

碑
文
に
は
平
仮

名
の
琉
球
文
と
漢
文
で
、
道
作
り
の
様
子
や
竣

工
儀
礼
な
ど
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 
首
里
城
の
創
建
は
１
４
世
紀
と
い
わ
れ
て
い

て
、
明
治
に
入
り
廃
藩
置
県
が
発
布
さ
れ
る
ま

で
の
約
５
０
０
年
に
わ
た
り
琉
球
国
王
の
居
城

と
し
て
、
ま
た
琉
球
の
政
治
・
文
化
の
中
心
と

し
て
琉
球
王
国
の
中
心
と
し
て
あ
り
続
け
ま
し

た
。 

 

沖
縄
で
は
城
の
こ
と
を
一
般
に
「
グ
ス
ク
」

と
い
い
、
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
グ
ス
ク
は

５
つ
（
今
帰
仁
城
、
座
喜
味
城
、
勝
蓮
城
、
中

城
城
、
首
里
城
）
で
、
そ
れ
ら
は
全
て
有
力
な

按
司
が
拠
点
、
ま
た
は
居
城
と
し
た
大
規
模
な

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
グ
ス
ク
に
は
単
な
る
防
御
施
設
で

は
な
く
、
宗
教
的
側
面
と
し
て
の
聖
地
の
存
在

で
あ
る
も
の
も
多
く
、
い
わ
ゆ
る
“
城
”
の
機

能
を
も
た
な
い
小
さ
な
遺
跡
を
数
え
る
と
、
南

西
諸
島
に
３
０
０
以
上
は
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

首
里
城
に
も
「
御
嶽
」
と
い
う
聖
地
が
あ

り
、
城
が
で
き
て
か
ら
聖
地
を
設
け
た
の
で
は

な
く
、
最
初
に
こ
の
聖
地
が
あ
っ
て
そ
の
周
り

に
城
を
築
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
グ
ス

ク
は
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
に
変
遷
が
あ

り
、
聖
地
で
も
集
落
で
も
墓
で
も
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分

も
多
い
の
で
す
。 

 

中
国
と
日
本
の
狭
間
で
独
自
の
文
化
を
形
成

し
て
い
っ
た
琉
球
王
国
。
そ
の
遺
跡
の
多
く
は

第
二
次
世
界
大
戦
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
王
朝
の
姿
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

首
里
城
正

殿
は
１
９
９

２
年
に
復
元

さ

れ

て

以

降
、
多
く
の

方
が
お
と
ず

れ
る
傍
ら
で

復
元
整
備
工

事
が
進
め
ら

れ

て

い

ま

す
。
首
里
城

全
体
の
往
時

の
姿
を
み
る

こ
と
が
で
き

る
日
も
そ
う

遠
く
は
な
い

で
し
ょ
う
。 

（
福
里
律
子
） 

 
 ●

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

●
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス 

・
開
館
時
間 

午
前
９
時
か
ら
１
７
時 

・
休
館
日 

月
曜
（
祝
日
開
館
）
、
年
末
年
始 

・
入
館
料
（
よ
う
ど
れ
館
の
み
） 

 
 

大
人
１
０
０
円 

子
供
５
０
円 

 
 

※
市
内
小
中
学
生
は
無
料
で
す
。 

●
問
い
合
わ
せ 

０
９
８-

８
７
４-

９
３
４
５ 

 

浦
添
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
、
市
内
の
史
跡

や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
有
料
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。 

   

料
金 

ガ
イ
ド
１
名
当
り
（
２
０
名
ま
で
対
応
可
） 

 

１
時
間 

１
，
５
０
０
円 /

 

２
時
間 

３
，
０
０
０
円 

  

団
体
で
の
ご
利
用
や
、
コ
ー
ス
や
時
間
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

電 

話 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

○
う
ら
そ
え
歴
史
ガ
イ
ド 

 

ツ
ア
ー
随
時
受
付
中
で
す
！ 浦添グスク・ようどれ館と浦添大公園南エントランス展

示コーナーの地図 

●
首
里
城
と
浦
添
城
を
つ
な
ぐ
尚
寧
王
の
道 

【浦添グスクに敷かれた石畳道】  

【浦添城の前の碑】  

●
琉
球
の
信
仰
と
城 

【世界遺産 園比屋武御嶽石門 】    【復元された首里城】 
国王の道中の安全を祈願した礼拝所   世界遺産に登録され多くの方が訪れる 

○
浦
添
グ
ス
ク
を
学
べ
る
施
設 
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